
令和6年4月現在

人　口 3,683

吉沢　久美469-2496

事務局
所在地
事務局
ＴＥＬ

事務局
ＦＡＸ 469-2646

地区センター内 ・ 公民館内 ・ その他（会長、事務局長宅等）

1,530

事務担当

世帯 33.6 ％

古里地区社会福祉協議会の状況

副会⾧会　⾧

人 世帯数

谷口　勉 青山　正則

設立年月 平成17年6月18日

高齢化率

5.ボランティア活性化事業の推進

・命のバトン（救急医療情報キット）事業の実施（132世帯に配付）※R6.3/31現在

2.福祉合同研修会及び住民参加研修会の実施

3.ふれあいいきいきサロンの実施

・65歳以上ひとり暮らし高齢者の栄養改善を図る

・ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯の引きこもり対策として各集落の公民館で実施

・福祉関係者の研修会実施により福祉の知識向上を図る（ケアネット研修会）

・手作り味噌教室を開催し、多年齢の方々の交流を図る

6.敬老会のの実施

4.いきいきクラブ事業（配食）

会⾧の
メッセー
ジ

　・古里地区では、住民の皆さんの安全と安心を守るため、「命のバトン」（緊急
時医療情報キット）を配付しました。今後も継続すると共に、住み慣れた地域で安
心して生活できる地域づくりを目指し“ケアネット”事業を進めていきたいと考えて
います。また、元旦早々発生した地震や近年見舞われる豪雨災害に備えて、古里地
区自主防災会と連携し、災害時に備えた防災活動に取り組んていきたいと思いま
す。

・75歳以上の高齢者が㇐堂に会し、和やかに楽しく親睦を深める

7.広報の発行

・地域の情報提供（年4回≪5月・7月・10月・1月≫）

・実務者研修会を通して、他の地区社協の状況を把握し今後の活動に活かす

主な活動等

・支え合い登録者に夏場は熱中症対策でペットボトル、年末年始にはお餅や干支置
物を配布して見守り活動を実施

1.支え合いネットワーク事業

・高齢者の見守り安否確認（民生委員・福祉推進員により実施）

「命のバトン」受け渡し 手作り味噌教室 実務者研修会


